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Ⅱ方法： 歯科医師 16名に対して，二種類のドライバー(Nobel biocare®















トルク値では，女性は 15 N に満たない結果となり，ばらつきも大きかっ
た．トレーニング後の最大発揮トルク値は，直後 1 日目，1 週間後，1 カ
月後と上昇した．15 N を目標とした基準値の計測では，トレーニング直
後で，有意に 15 N に収束した（p<0.01）．1 週間後，1 カ月後では，標準
偏差も大きくなり，15 N から離れる結果となった．握力，指力は，トレ
ーニング前後であまり変化はみられなかった． 
 
Ⅳ考察および結論： 最大発揮トルク値には性差，握力，指力，グローブ
の有無，回転方向，ドライバーの形状が影響を及ぼすことが示唆された．
また，トレーニングにより自己のトルク値の認識と把握の可能性が示唆さ
れた． 
 
